
学校評価
前年度（令和４年度）の学校評価（自己評価等）

① 基礎学力の向上を図り、進路実現のため様々な講座を開講し、個々の進路実現を図る。

② 感染症予防を考慮した規則正しい生活の定着、各行事の実行、自他を尊重する心を養う。
③ 社会のルール、交通道徳について規範意識を高める。
④ 地域、保護者の要望に応える学校づくりに務める。

項目（分掌）

行事、儀式 ・行事、儀式の ・規律ある式典の実施 ・新型コロナウイルス感染症のため、行事が変更等
（総務部） 　円滑な運営 　となり、目標どおりに校務を進めることができない

　場合があった。
・絆ネットを活用し、防災情報を素早く伝達できるように

・防災、防犯体制 ・防災、防犯体制の改善 　していきたい。
　の強化 ・鍵の管理を徹底し、施錠忘れをなくすように努めたい。

学習指導、 ・基礎学力の向上 ・習熟度別クラス編成 ・教科担任による指導の徹底を図っていく。
現職研修 ・補習の充実 ・生徒間で学習到達ゾーンを意識させ、全体的な底上
（教務部） 　げを図っていく。

（図書） ・図書室利用生徒 ・朝読書の充実 ・特集コーナーやおすすめ本の紹介を館内や掲示で
　の増加 　行ったが、活用が不十分であった。

・特集コーナーの設置 ・Classiを活用し読書週間を身に付けるようにしたい。

生徒指導 ・基本的生活習慣 ・5分前登校、挨拶指導 ・情報を共有し、指導の差をなくすことが大切であるので
（生徒指導部） 　の確立 　身だしなみ指導 　今後も取り組んでいく。

・交通道徳の徹底 ・校外の巡回指導 ・交通事故や交通マナー違反が予想される箇所を中心
・思いやり、規範意 ・様々な機会で発信 　に巡回指導を実施していく。
  識の向上

生徒会、部活動 ・部活動の活性化 ・活動環境の整備 ・生徒の声を聞き、実現できるよう、生徒会が積極的に
（特別教育活動部） 　取り組んだ。

・文化祭の充実 ・早期から準備、取り組み ・新型コロナウイルス感染症により従来とは異なる規模
　で開催となった。

・LTの充実 ・スマホ活用の講演会の ・スマホ使用のあり方について学ぶことができた。
　実施

・生徒会活動のPR ・生徒会が中心となって ・行事等において、生徒会中心で運営ができた。
　活動

進路指導 ・進学指導 ・進学補習の実施 ・インターンシップについて、第２学年の全生徒が参加
（進路指導部） ・面接指導の実施 　し、就業に対する意識を高めることができた。

・就職指導 ・進路設計講座、
　ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの実施 ・進路ガイダンスは生徒の反応も良く、今年度も実施し
・各学年対象の研修実施 　ていくこととする。

美化、保健、相談 ・安心、安全な ・相談対応の充実 ・スクールカウンセラーとより緊密に連携をとり対応して
（美化・保健部） 　学校生活 　いく。

・美化意識の向上 ・清掃区域、監督の工夫 ・美化常任委員の活動として、校内美化に重点をおい
　て実施した。アンケートでも一定の評価を得ることが
　できた。

・感染症対策 ・予防に重点をおく ・手洗いや消毒、換気を行う。

広報関係 ・広報活動の改善 ・学校見学会の充実 ・中学校から進学説明会の依頼をしていただけるよう、
（入試広報部） 　並びに志願者 　並びに広報活動エリア 　広報活動を行う。

　の拡充 ・学校見学会への参加者数は増えており、学校行事の
　体験など工夫（再考）が必要である。

　令和４年度も、新型コロナウイルス感染症のため、各種行事の縮小、変更など
　があり、学校全体としての取り組みに影響が生じた。
　目標達成については、その途上といった事柄もあり、引き続き工夫や改善が必要
　である。
　基礎学力の定着については、充分成果が出るには至っていない。よりきめ細かな
　習熟度別授業を展開するなどして今後とも生徒の満足度を高め、地域や保護者
　から必要とされる学校づくりに努めていくこととしたい。
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